












【研究目的】 

新生児死亡率は世界一の低率を誇ってはいるものの、救命された新生児の質的改善に関し

てはなお解決されるべき問題が多い。特に出生率の極端な低下の中で、新生児の質的改善

は最も重要且っ焦眉の問題である。 

新生児のケアにあって、現在最も解決の急がれている問題は、栄養の問題と慢性肺疾患の

問題である。極小未熟児や病的新生児、あるいは彼等の乳児期の望ましい栄養状態は、残

念ながら未だ明らかにされて居らず、栄養指針の確立が強く望まれている。 

慢性肺疾患は長期に亘って新生児集中治療を必要とする疾患の代表であり、超未熟児出生

頻度の増加と救命率の改善に伴ってその発症頻度の増加が危倶されている。したがって、

その成因、早期診断、早期治療・予防の一日も早い確立が待たれている。 

一方、母親の有職化が進み、乳児の生活管理は家庭のみに留まらず、保育施設における生

活管理をも検討すべき時代に入っており、疾患なく出生した児を両親や保育者が心配なく

安心して育児をする環境を考える必要がある。 

さらに慢性疾患を有する児の退院後のケアや在宅ケアの観点から、中枢神経系の後障害を

有する児を中心に、種々のハンディキャップをもった児に対して、その支援システムの効

果的なあり方を検討することもきわめて重要である。 

そこで本研究班にあっては、これら 4種の異なったテーマのもとで、未熟児を含めた新生

児・乳児の入院施設、家庭もしくは保育施設における生活管理の策定を図るための諸種の

データを収集し解析することを本研究の目的とした。 


